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●こういう場があることを、もっと知ってもらう。さまざまなツールを使って情報発信する。
　（例：広報誌、SNS、ケーブルテレビなど）
●いこいこ広場やイベントを、さらに多くのさまざまな人に気軽に集まってもらえる内容に
　する。
●男性や中学生の参加できる講座を企画する。（例：男性料理教室、囲碁教室、e スポーツなど）
●集めるためのイベントではなく、交流を目的とした企画にする。

●民生委員の研修などで、ちょこっとタクシーやまちバスの使いかたを教える。
　今ある交通手段を持続させるためにも、みんなで積極的に乗っていこう。
●高齢化が進んで車を運転できない人が増えることから、利用しやすい公共交通のシステムを
「これからの交通を考えるプロジェクト」で話しあう。

●コミセン周辺の雑木林を、こども
たちの遊び場や住民の交流の場に
できるよう整備する。（いこいの森）

●子育て支援の拠点をつくる。
●身近なところにみんなが集まれる

場をつくっていこう。
　（例：茶話会、カラオケなど）
●自治会の公民館に開放日を作るこ

とを検討しよう。
●空家の活用を考えていこう。
　（例：コミュニティ・カフェなど）
●年齢や地域を超えたつながりの
　場づくりをする。
　（例：趣味のサークルなど）

いこいの森（仮称）
コミュニティ・カフェ

交流の場へ行きたくても、車がないと行けない…
公共交通機関がとぼしく、ちょこっとバスやタクシーの
使いかたもわからない…

機会と場をみんなで新しく作っていこう

新しい場

を作ろう

課題

いこいの森イメージ図
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いこいこ広場　まちのわ会議
サロン　ワールドカフェ etc.

「やりたいこと」「たすけてほしいこと」を伝えられない…
“ 夢 ” をどうすれば実現できるかわからない…

“ 想い ” を伝えられる機会や場をつくる

どんな

機会や場？

●まちづくり活動の拠点であるコミセン
で、“ 想い ” や “ 夢 ” を気楽に発表でき
る機会をつくる。　

　（例：未来への主張大会など）
●コミセン以外にも、自由に語りあえる小

さな場を、いくつかつくる。
（例：出張ワールドカフェなど）

●女性や子どもの意見を聴く場をつくる。
（例：参加者別のワールドカフェなど）

●だれもが自由に提案できる仕組みを
　つくる。　　　（例：投書サイトなど）
●ポスターなどで情報発信できる掲示板

をコミセンにつくる。

ワールドカフェ イメージ図

課題
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めまぐるしく変化する現代社会では、新しい価値観や
文化が生まれている。国外をふくむ地区外から来て暮
らす人も増えてきて、これまで当たり前だったことが
通用しない……

“ 困りごと ” の相談に応じられる仕組みをつくる

子どもたちが
すこやかに育つように

人権や多様性を尊重する

課題

●気軽に相談できる場（いこいこ広場、子育て支援センターなど）を、広く知らせる。
●プライバシー保護を徹底し、安心して相談できる受付にする。
●相談受付の時間を増やす。
●対応ができる専門家（機関）に、すみやかにつなぐ。
●課題と対策を話しあう会議を開く。（例：まちのわ会議など）

●学校との協力関係を深める。
●体験事業をおこなう。
  （例：通学合宿、講演会、見学会、地域

の人が指導する体験会など）
●自治会などの行事にかかわってもらう。

●これまでの湖東地区の文化や価値観を大切にしつつも、異なる価値観も理解するようにしよう。
●地区や自治会での人権講座をすすめていき、人権への理解を深めよう。
●だれもが尊重され、居場所のあるまちにしよう。

人権講座は

毎年開かれてるね
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● “ 想い ” や “ 夢 ” の実現に必要な人手や資金を、まちづくり協議会が支援する。
●いこいこ広場にボランティアセンターをつくり、希望者を登録する。
　その人を、力が発揮できる場につないでいく。
●まちづくり協議会がかかわる事業やイベントの手助けを、内外に広く求める。
●各種の団体同士での協働（共催）を進めていく。

●良いと思うことは、とにかくやってみる。
やってみてから、直すべきところは直す。

●失敗をしても何度でもチャレンジできる
　文化をつくる。

リーダーが育つために

やりたいことがあっても、仲間や資金を集められない…
得意なことをどうやって活かせるかわからない…
リーダーがいない…

課題
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少子高齢化や人口減少のため、自治会の運営が
むずかしい…
自治会長や役員になる人の負担が大きく、
仕事との両立がむずかしい…

高齢化や、あと継ぎがいないせいで、農業が
つづけられない…
使われずに草だらけの田畑が増えている…

大きな災害の発生時、自力避難ができない世帯がある…
自治会（自主防災組織）単位では、災害へのそなえや
対応ができない…
持病があったり、たすけが必要な人に、避難所で
対応できない…

課題

課題

課題

●自治会の意見をきく場をもうける。
●今後の自治会のあり方や役割についての検討会や勉強会をおこなおう。
●役の見直し、行事の手間を少なくする、書類仕事のデジタル化などを進めよう。
●女性や若い世代もいっしょに参加できる態勢をつくろう。

●農業をしているひとがつながれる機会をつくる。情報発信をする。
●農業をしたいひとの掘り起こしや、地区外からの人もふくめた幅広い人材を集める。
●農業したいひとを応援するための場をつくる。
●付加価値をつけて、収入を増やす工夫をしよう。（例：有機栽培などによるブランド化）

●自主防災組織　湖東地区防災ネットワーク　防災倉庫 etc.
●自治会で、避難のたすけがいる世帯を知って、「個別避難計画」の

作成を進める。
●同じ避難所をつかう自治会同士で、合同で訓練や勉強会をおこなう。
●防災倉庫を、災害へのそなえに必要な資機材の備蓄に活用しよう。
●福祉施設（福祉避難所）とのつながりを進める。

防災のために

何がある？
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●同じ趣味をもつ人が集り、好きなことを高めあえるようにしよう。（例：サークル活動など）
●生涯にわたって学べる環境をととのえよう。（例：プラチナ教室など）
●湖東地区をはじめとした歴史や文化を調べて伝えよう。（例：歴史文化プロジェクト）
●文化や芸術を盛んにしよう。（例：ヘムスロイド村、ワークショップ、文化サークルなど）

●新しいことに挑戦できる風土をつくろう。（西堀榮三郎の「やってみなはれ」精神）
●新しいことへの挑戦を、みんなで応援し、評価していこう。
●時代や状況の変化にも、柔軟に対応していこう。
●まちの明るい未来を語りあおう。（例：まちのわ会議、ワールドカフェなど）

文化や趣味を楽しむために

健康で暮らせるために

新しい生きがいや幸せを生み出すために

ヘムスロイド村の

杜まつりだ

プラチナ教室
楽しそ～

●気軽に好きなスポーツができる環境をつくる。（例：健康夢クラブ、スポーツ少年団など）
●健康体操を広める。（例：いこいこ広場、出張まちカフェ、あったかサロンなど）

　さまざまな人が出あい、つながりあい、ささえあい、認めあうことで、個性と多様性を活か
したまちづくりをめざす。みんなの力で、みんなが幸せを感じて暮らせる未来をつくっていこう。
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　以上のように、わたしたちは“あえるまち”の施策を進めていく。個々の価値観を尊重しながら、
“ 想い ” や “ やりたいこと ” をもった人を、まちづくり協議会や関連団体が、いっしょになって
たすけていくことになる。

　どれだけすぐれた計画でも、実現するには人がいる。“ 困りごと ” などの課題に対応するにも、
それをやる人が必要だ。そんな人が出てくることに、本計画の成功はかかっている。

　“ やりたいこと ” と “ やらねばならないこと ” のバランスをとるのは難しい。“ やりたいこと ”
にかたよってしまう恐れはある。それを乗り越えるために必要なのは、やはり《人》なのである。

　本計画は、基本的にまちづくり協議会や関連団体の指針となっているが、まちづくりを進め
るのは、わたしたちひとりひとりの手にかかっている。だれかにまかせるのではなく、自分に
できることを考え、無理のない範囲で行動していく。だれかの “ 想い ” に共感するのであれば、
それをたすけたり応援するのも、大切な行動になる。

　たくさんの人が行動して、“ 想い ” をかなえられれば、「みんなが幸せを感じられる地域にする」
というまちづくりの目的もかなえられるだろう。失敗があっても、前向きに挑戦をつづけてい
けば、《新しい価値》も創造できる。本計画の理念が実現すれば、社会情勢の変化にも対応し
た住みやすいまち、“あえる”があふれるまち湖東になるにちがいない。

わたしたちのまちをつくるのはわたしたち
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